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ミニペ・ナガディーパ灌漑施設修復事業 道路整備事業

■借款概要

■事業概要

灌漑施設の修復を行い水路からの漏水を防止し、同

国政府が同時に実施している上下流の水利用の適正

化、作付作物の多様化などの政策を補完することによ

り、ミニペおよびナガディーパ地区の農業生産性の向

上とともに農業生産基盤を安定させ、周辺地区と当地

区との農業生産性の格差を是正するもの。

■評価結果

事業実施前、当地区の灌漑施設は老朽化が進んでお

り、特に水路からの漏水に加え、不十分な水管理によ

り水田への水供給が不十分であったが、本事業の完成

により水田への水量は増加した。アプレイザル時点で

は本事業対象地区の農業生産性は低く、特にナガディ

ーパ地区では全国平均の8割、隣接するマハヴェリ地

区の計画に比べると約6割と低くなっていたが、修復

が進むにつれ米の単位収穫量がミニペ4.9トン/ha、ナ

ガディーパ4.5トン/haと全国平均（3.8トン/ha）を大

きく上回り、マハヴェリ地区とほぼ同等の値まで到達

した。

水路など施設面での修復に加えて、農民組織の設立、

農業技術普及活動、灌漑局と農民の合意による水分配

など、組織・制度面の構築も概ね成功し、適切に運営

されている。農民組織への維持管理の移管もほぼ終了

し、農民組織による維持管理は順調に実施されている。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

1,850百万円/1,709百万円

1988年7月

金利2.7%、返済30年（据置10年）

1998年6月

ミニペ地区の水田

スリランカ

ミニペ・ナガディーパ灌漑施設修復事業

■借款概要

■事業概要

急増する交通需要に対し、道路規格が極めて低く、

走行経費、走行時間、交通安全の面で様々な障害が顕

著化してきている同国の主要幹線道路の改良・修復を

行うもの。

■評価結果

対象路線のうち、ジェラシュ～イルビット道路の事

業実施後の交通量は当初予測を大幅に上回っている。

アズラク～イラク道路は国連の対イラク経済制裁の影

響で1994年以降交通量は下降したが、2000年には予測

の約90%まで回復している。一方、イルビット～北シ

ュウネ道路の交通量は、事業範囲外の接続部分で拡幅

が未了もしくは工事中であったことから、1996年を境

に減少した。また、サルト～アルダ道路は当初はほぼ

計画通りの交通量だったものの、直近５年間は減少傾

向にある。

交通量の最も多いジェラシュ～イルビット道路で

は、アプレイザル時計画を大幅に上回る時間短縮が達

成されている。

公共事業・住宅省が維持管理を適切に行なってお

り、路面の維持管理状況は概ね良好である。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

13,424百万円／11,278百万円

1989年1月

金利2.9％、返済30年(据置10年)

1997年4月

ジェラシュ～イルビット道路

ヨルダン

道路整備事業


